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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

膵神経内分泌腫瘍（pancreatic neuroendocrine tumors, PNETs）において、複数のホル

モンを産生しうるという腫瘍の不均質性が知られている。そこで、ホルモン発現の観点か

ら PNETのもつ不均質性を評価することを目的とした。4種類の代表的なホルモンである、

ガストリンおよびインスリン、グルカゴン、ソマトスタチンの発現を原発巣、転移巣それ

ぞれにおいて免疫組織化学染色を用いて検討した。対象はリンパ節転移を認めた PNET20

例で、6例はガストリノーマ、1例はインスリノーマ、1例はグルカゴノーマ、12例は非機

能性 PNETであった。20例中 7例では同時性肝転移を認め、肝転移巣も対象とした。7例

中 2 例はガストリノーマ、5 例は非機能性 PNET であった。20 例中 6 例に複数のホルモ

ンの発現を認め（30％）、非機能性 PNET12例中 9例で少なくとも 1つのホルモンの発現

が認められた。原発巣・リンパ節転移巣間、原発巣・肝転移巣間でのホルモンの発現が認

められた。原発巣・リンパ節転移巣間、原発巣・肝転移巣間でのホルモン発現陽性一致率

はそれぞれ 50％、11％であった。3例では原発巣で発現を認めないホルモンが、転移巣で

のみ認められた。結論として、ホルモン発現様式は原発巣・転移巣間でしばしば異なるこ

とが示唆された。 

以上の結果は、本分野における新しい知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文

についての試験はまず論文の研究目的、方法、成績などについて説明を求め、各調査委員

より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々の質問がなされたが、

それに対しいずれも適切な回答を得た。 

 

よって調査委員会合議の結果、試験は合格と判定した。 


